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足もかまわず洗った。

後でわかる、どういうこと。「互いに足

を洗い合わなければならない」というこ

とを教え示すということか。それに違い

ない。そのための模範、実物教育。ここ

でイエスは人間のとるべき道は人の上に

立ってふんぞりかえることではなく身を

低くして人々に仕えることにあることを

鮮やかに表現した。人は皆この方向でこ

そ行くべきなのだ。

それからもう一つ、イエスはこの洗足

を通して自分が全ての人々のドレイとし

て来たことを物語ろうとしたのではない

か。これはそれこそ後でわかるもの。彼

の＋字架、復活を経てはじめてわかるも

の。パウロはこう言った。「キリストは神

の身分でありながら自分を無にして僕

（しもべ）の身分になり、へりくだって

死に至るまで、それも十字架の死に至る

まで従順でした｣。

足を洗うイエスは十字架にあげられる

イエスに通じている。自分を無にした極

限の姿が十字架。そのようにしてこの方

は私達の全ての罪を背負ってくれ犠牲の

死を遂げた。今イエスはあなたの足を洗

いたい、あなたの罪を洗い清めたいと願

っている。血をもって。

イエスの言景

『主であり，鰯であるわた（があ*たが

たの足を洗ったのだから、あなたがたも

互いに足を洗い今わなけｵ(ぱならない』

（ヨハネ塙号蓄/３章１４豹

最後の晩餐の時イエスは何を思ったの

か、やおら食事の席から立ち上がって上

着を脱ぎ、手ぬぐいを取って腰にまとっ

た。何をするんだろうと弟子達が見てい

ると今度はたらいに水をくんで来て、一

人一人の弟子の足元にかがみこみ、彼ら

の足をたらいに入れてていねいに洗い、

腰にまとった手ぬぐいでふくことを始め

た。

これは一体どういうこと。先生がドレ

イの仕事、僕（しもべ）の務めを行って

いる。２千年前、道路は舗装なんかされ

ていず、皆はサンダル履き。外から帰っ

て来ると足は挨だらけ。これを素早くド

レイがきれいに洗って差上げる。来客に

対しても同様。今これをイエスがやって

いる。かいがいしく、いやな顔もしない

で。１２人もいるのだからひと仕事だ。

彼らは言われるままに自分の足を差出し

無言のまま先生の洗い様を見守っている。

なんか断れないような、一種犯し難い雰

囲気をイエスに感じている。

ところがペトロの番になった時彼は沈

黙を破った。「主よ、あなたがわたしの足

を洗ってくださるのですか。わたしの足

など決して洗わないでください｣。もっと

もな拒絶。でもイエスは「わたしのして

いることは今あなたには分かるまいが後

で分かるようになる」と言ってペトロの

集会案内

主日礼拝：毎日曜日午前１０時１５分

こどもの教会言毎日曜日午前９時

高校生会：毎日曜日礼拝後

婦人会・壮年会：第２日曜日礼拝後

聖書を学ぶ集い：第４水曜日午前１ｏ時

オリーブの会（読書会）

：第３月曜日午前１０時


